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第　 1　問

△ABCにおいて，AB = 5，BC = 5 sinA，CA = 3であるとする。

(1) 辺 BCの長さを求めよ。

(2) △ABCの内接円の半径を求めよ。
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第　 2　問

△ABCにおいて，AB = 2，AC = 3，A = 60◦ のとき，辺 AC上に AD = 1となる点
Dをとる。さらに Eを辺 BC上の点とする。

(1) 辺 BCの長さを求めよ。

(2) 線分 DEが△ABCの面積を二等分するとき，線分 BEの長さを求めよ。

(3) △ABEと△DECの面積の積 T を最大にする線分 BEの長さと，そのときの T の
値を求めよ。
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第　 3　問

実数 aに対し，2次関数 f(x) = x2 − ax− a2 + 5aを考える。

(1) 方程式 f(x) = 0が異なる 2つの実数解を持つような aの範囲を求めよ。

(2) 2次関数 y = f(x)のグラフが 2点 (α, 0)，(β, 0)を通り，1 ≦ α < β ≦ 3となる
ような aの範囲を求めよ。
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第　 4　問

1から 10までの整数が 1つずつ書かれた 10枚のカードがある。この中からカードを 3

枚同時に取り出す。取り出された 3枚のカードに書かれた 3つの整数のうち，最大のもの
を除いた残りの 2つの整数の和を X とする。

(1) X = 3である確率を求めよ。

(2) X の期待値を求めよ。
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第　 5　問

関数 f(x)を次のように定義する。

f(x) =

{
x (x ≦ 1)

1 (x > 1)

また g(x) = −x2 + ax + bとする。y = g(x)のグラフが y = f(x)のグラフと 2点で接
するとき，次の問いに答えよ。

(1) a，bの値を求めよ。

(2) y = f(x)と y = g(x)のグラフで囲まれる部分の面積を求めよ。
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